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宮城県における水稲品種「ひとめぼれ」の良質′安定生産のための適正籾数
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1 は じ め に

ひとめばれは,宮城県の1999年作付けでは,6万 1千ha
で水稲作付けの71%を占める基幹品種である。ひとめばれ

は,玄米品質,食味,耐冷性で優れた特性を有する反面
,

ササニシキに比べて籾数が少く,栽培技術上の課題とされ

てきた。今回,ササニシキとの比較しながら本県の基本的

施肥法
1)における高品質,安定生産のための適正籾数がど

の程度かについて検討したので,その結果を報告する。

2試 験 方 法

試験は,1"0,1991,1999年 に宮城県農業センター水田

圃場 (細粒灰色低地土)においてひとめばれを供試し
,

1990,1991年 にはササニシキを比較品種として供試した。

試験区の構成は,表 1に示したとおり1990,1991年は基肥

窒素量を00～07峰/aの 6段階,1999年 には05,0 7kg
/aの 2段階とし,穂首分化期,幼穂形成期,減数分裂期 ,
穂揃期の追肥をそれぞれ組み合わせた。各年次とも畦間30m,

株間15cl,1株当たり4本の栽植様式で,5月 10日 前後に

稚苗を手植えし,慣行水管理で栽培した。なお,玄米の窒

素分析は硫酸過酸化水素分解法で分解した後,ブランルー

ベ製オートアナライザーAACSⅡ 型で定量した。

3 試験結果及び考察

試験年の気象及び水稲生育は次のとおりである。1990年

は全般に高温多照で,登熟良好で,両品種とも倒伏は軽微

であった。1991年は出穂後,低温,少照により登熟は良 く

なかった。また,ひとめばれでは倒伏した場合でも軽微な

倒伏であったが,ササニシキではピ当たり籾数が, 3万 5

千粒/nf前後から倒伏程度が2(0～ 4)を超える区も見
られた。1999年は全般に高温であったが,高温登熟により,
やや登熟不良となった。

図 1に nf当たり籾数 (以後,籾数)と 粒厚19m以上の

玄米収量 (以後,収量)を示した。ササニシキとひとめば
れでは籾数に差はあるものの,同一籾数レベルの比較では,
1990年 ,1991年とも,ひ とめばれの収量が高かった。 1990

年では,ひ とめばれは籾数 2万 8千粒/ご以上で60kg/a
前後の収量になったが,籾数の上限が 3万粒/r程度であ
り,籾数がさらに増加すれば収量向上の可能性がうかがえ

た。1991年は,ひ とめぼれは籾数3万粒/縦 で幅 5kg
/a程度に達し,それ以上の収量向上は見られなかった。
図 2には,ひ とめばれとササニシキの籾数と粒厚 1 9mI

以上の登熱歩合 (以後,登熟歩合)の関係を示した。1990年

は,ひ とめばれは籾数 3万粒/ご程度まで登熟歩合90%を

表 1 試験区の構成
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注 1 基肥窒素00聴/a区は,無追肥区のみで,1990と 1991年に設置。
2_幼穂形成期0 2kg/a十減数分裂期0 2kg/aの追肥は基肥窒素04,0 6kg/aの み。
3 *印の追肥法は,1991年の基肥窒素04,0 6kg/aの み設置。
4 1999の穂首分化期追肥はLP40使用。その他の追肥はNK化成使用。
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図1 籾数と玄米収量
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図2 籾数と登熟歩合
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図3 籾数と千粒重

維持した。また,ひとめばれとササニシキの同一籾数 レベ

ルにおける登熟歩合は大差なかった。1991年に同一籾数レ

ベルで比較すると,籾数 3万粒/nf程度までは,ひ とめば

れの登熟歩合は高かった。
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図4 籾数と玄米窒素濃度

図 3に籾数と粒厚19m以上の千粒重の関係を示した。

1990年には,両品種とも籾数と千粒重の関係は明らかでな

かった。1990,1991年 とも籾数 3万粒/nfま では,ひ とめ

ばれの千粒重がササニシキより大きかったが,1991年では,

籾数が 3万粒/げを超えるとひとめばれの千粒重は低下し,
ササニンキとの千粒重差は明らかでなくなった。図 4にひ

とめばれの籾数と玄米窒素濃度の関係を示したが,籾数増

加とともに,玄米窒素濃度が上昇する傾向が見られ, 3万

粒/r程度を超えると玄米窒素濃度が13%以 上の玄米の

出現頻度が高まると推測された。

4 ま

ひとめばれは,粒厚19Ш以上を想定 した場合,籾数が

2万 8千～ 3万粒/nfの範囲であれば,登熟歩合が高く,

千粒重も大きいため,同一籾数レベルのササ‐シキを上回

る収量,品質が期待できる。また,ひ とめばれでは 3万粒

/雷以上に籾数が増加すると千粒重の低下や玄米室素濃度

の上昇による食味低下が懸念された。ひとめぼれでは,収

量を安定させるために籾数確保が重要であるが,本県の基

本的施肥法においては,籾数 3万粒/nfを超えないように

する必要があることが明らかにされ,品質,食味に配慮 し

た安定生産のためには

“

当たり籾数として 2万 8千～ 3万

粒/“が適正と考えられた。
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